
第17回　通常総代会
地区別懇談会Q＆A

「伝統野菜を守り
札幌農業の差別化を図る」

特集
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第
十
七
回
　
通
常
総
代
会
　
次
第

一
、
開
会

二
、
Ｊ
Ａ
綱
領
唱
和

三
、
代
表
理
事
組
合
長
挨
拶

四
、
来
賓
祝
辞

五
、
議
長
選
出

六
、
書
記
の
指
名

七
、
議
案
審
議

八
、
決
議
案
上
程
・
採
択

九
、
閉
会

第
十
七
回
　
通
常
総
代
会

　

六
月
三
十
日
（
火
）、
午
後
二
時
よ

り
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
第
十
七
回
通
常
総

代
会
が
共
済
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、

山
下
隆
夫
総
務
部
長
よ
り
開
会
宣
言

後
、
以
下
の
次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶
よ
り

　

平
成
二
十
六
年
度
を
振
り
返
り
国
内
外

の
情
勢
を
見
ま
す
と
、
中
東
に
お
け
る
政

情
不
安
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
E
U
の
金
融
不
安
、

或
い
は
中
国
・
韓
国
な
ど
近
隣
諸
国
と
の

歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
外
交
問
題
な
ど
、
多

く
の
懸
念
材
料
が
あ
り
、
不
透
明
感
の
強

い
世
情
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
で
は
我
々
、
農
業
団
体
の

懸
念
事
項
で
あ
り
ま
す
、
T
P
P
交
渉
に

付
き
ま
し
て
関
係
十
二
ヶ
国
の
首
脳
・
閣

僚
・
交
渉
官
会
合
等
が
継
続
的
に
行
な
わ

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
一
気
に
交

渉
が
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
重
要
五
品

目
を
聖
域
と
し
て
「
国
会
決
議
の
遵
守
」

を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
引
き
続

き
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

管
内
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
年

並
み
に
融
雪
が
進
み
、
春
の
耕
起
・
定
植

作
業
は
比
較
的
順
調
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
低
温
・
干
ば
つ
、
更
に
は

局
地
的
な
暴
風
雨
な
ど
、
極
端
な
気
象
状

況
に
、
日
々
の
生
育
管
理
、
或
い
は
収
穫

作
業
に
は
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
の
Ｊ
Ａ
事
業
の

取
り
組
み
に
あ
た
り
、
組
織
基
盤
の
強
化

を
課
題
と
し
て
、
次
代
の
地
域
農
業
を
担
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▲�ご出席いただいた総代の皆さま、来
賓の皆さまに向け、挨拶を述べる藤
田範彦組合長。

▲�議長を務めた、北札幌地区の橋場
武夫氏。

う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
「
協
同
組

合
講
座
」
を
開
講
致
し
ま
し
た
。
各
地
区

よ
り
ご
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
十
七
名
の
若

い
方
々
に
受
講
を
頂
き
、
協
同
組
合
の
成

り
立
ち
や
歴
史
、
組
合
活
動
の
目
的
・
役
割
、

或
い
は
資
格
や
権
利
・
責
任
な
ど
、
次
世

代
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
知
識
の
修
得
に

努
め
て
頂
い
て
い
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
開
講
致
し
ま
し
た
女
性
大

学
「
L
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
平
成
二
十
六
年

十
一
月
に
十
八
名
の
第
一
期
生
を
輩
出
致

し
ま
し
た
。
今
年
も
二
十
一
名
の
受
講
者

に
よ
り
第
二
期
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。

　

更
に
は
、
組
合
員
・
地
域
住
民
・
Ｊ
Ａ

職
員
が
一
体
と
な
っ
た
協
同
活
動
と
し
て
、

「
一
統
括
支
店
一
協
同
活
動
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
地
区
役
員
・
女
性
部
・

青
年
部
・
生
産
部
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

の
下
に
、
各
地
区
の
特
徴
を
生
か
し
、
札

幌
農
業
の
P
R
と
食
農
教
育
を
目
的
に
組

合
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
農
業
の
差
別

化
の
一
環
と
し
て
、
札
幌
を
冠
と
し
た
野

菜
を
伝
統
野
菜
と
し
て
「
札
幌
大
球
」、

「
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
」、「
札
幌
大
長
な
ん
ば

ん
」、「
札
幌
白
ゴ
ボ
ウ
」
の
四
品
を
十
二

戸
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
試
験
栽
培
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
栽
培
技
術
・
販
売
ル
ー

ト
・
販
売
方
法
等
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
大
球
が
食
の
世
界
遺
産
と

言
わ
れ
る
「
味
の
箱
舟
」
に
認
定
・
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
定
は
食
材
を
世
界

の
共
通
基
準
で
選
択
・
認
定
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
か
ら
は
四
品
目
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、そ
の
一
つ
が
「
札
幌
黄
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
札
幌
の
歴
史

を
代
表
す
る
伝
統
野
菜
と
し
て
新
た
な
展

開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
収
支
は
、
事

業
利
益
で
は
二
億
七
、七
三
八
万
円
を
確
保

し
、
前
年
対
比
一
一
一
・
八
％
と
引
き
続
き

増
益
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

期
未
処
分
剰
余
金
は
一
一
億
四
、五
七
一
万
円

を
計
上
し
、
剰
余
金
処
分
額
七
億
九
、

九
〇
四
万
円
、
次
期
繰
越
剰
余
金
を

三
億
四
、六
六
七
万
円
と
し
て
ご
提
案
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
取
り
組
み
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
今
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻

く
環
境
は
近
年
に
な
く
厳
し
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
農
協
改
革
に
付
き
ま
し
て
は
、

国
が
農
協
改
革
で
何
を
求
め
て
い
る
の
か

良
く
わ
か
ら
な
い
点
も
多
く
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
転
換
し
て
い
く
の
か
、
非
常

に
わ
か
り
づ
ら
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

我
々
は
今
一
度
組
合
活
動
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
地
域
の
総
合
事
業
に
取
り
組
む
組

織
と
し
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、
積
極
的
に
必
要
な
改
善
・

改
革
を
図
り
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
お
示
し
致
し
て
お
り
ま

す
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
を
確
実

に
実
践
し
、
更
な
る
財
務
基
盤
の
強
化
と

健
全
性
の
向
上
に
向
け
、
経
営
の
効
率
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
組
合
員
皆
さ

ま
の
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
た
「
C
S

改
善
活
動
」
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
り
ま
す
「
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
の

実
現
の
為
に
役
職
員
の
総
力
を
傾
注
し
て
、

農
協
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
尚
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
審
議

第
十
七
回
　
通
常
総
代
会
　
議
案

議
案
第
一
号

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
農
林
年
金
対
策
積
立
金

設
置
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

附
帯
決
議
一
件

そ
の
他
決
議
二
件

　

皆
さ
ま
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
決
定
さ
れ
、

午
後
四
時
二
十
九
分
に
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。
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厚別地区

新琴似地区

　
六
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
十
八
日
（
木
）
に
か
け
、
全
十
二
地
区
で
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
懇
談
会
に
は
、
常
勤
役
員
お
よ
び
各
室
・
部
長
が
二
班
に
分
か
れ
て

出
席
し
、
平
成
二
十
六
年
度
の
決
算
事
業
報
告
を
行
な
っ
た
後
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の

皆
さ
ま
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
金
融
部
門

Q
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
よ
り
、

大
口
信
用
供
与
の
上
限
が
変
更
と
な

り
ま
す
が
、
現
状
の
融
資
業
務
に
ど
の
様
な
影

響
が
あ
り
ま
す
か
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
信
用
供
与
限
度
額
は
信
用
事
業
規
程
が

定
め
る
基
準
額
の
範
囲
内
で
別
途
設
定

し
て
お
り
、
当
該
変
更
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
経
済
部
門

Q
購
買
品
を
購
入
す
る
際
の
納
品
書
と

同
様
に
請
求
書
も
機
械
印
字
さ
れ
る

様
に
改
善
を
し
て
欲
し
い
。�

（
南
地
区
）

A
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
統
一
様
式
に
変

更
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
鹿
に
よ
る
野
菜
や
果
樹
に
関
す
る
鳥
獣

被
害
の
増
加
に
伴
い
、
部
会
で
も
対
策

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
と
し
て
も
行

政
と
連
携
を
取
り
、
何
か
対
策
を
講
じ
て
欲
し

い
。�

（
南
地
区
）

A
石
狩
振
興
局
に
も
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
申
入
れ
を
し
て
お
り
、
エ
ゾ
シ
カ

被
害
の
現
地
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
札
幌
市
に
お
い
て
「
札
幌
市
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、
札
幌
市
農
業
振

興
協
議
会
内
に
「
鳥
獣
対
策
専
門
部
会
」
を
立

ち
上
げ
、「
く
く
り
わ
な
」
等
の
資
材
を
購
入
・

設
置
す
る
等
、
札
幌
市
と
連
携
し
て
被
害
防
止

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q
「
と
れ
た
て
っ
こ
（
南
）」
の
売
り
上
げ

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
組
合
と
し
て
も

方
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。�

�
（
南
地
区
）

A「
と
れ
た
て
っ
こ
（
南
）」
は
、
運
営
協

議
会
が
自
主
的
に
運
営
す
る
形
態
で
あ

り
、
費
用
対
効
果
も
含
め
て
運
営
協
議
会
で
協

議
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
組
合
と
し
て
可

能
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。Q

資
料
に
表
記
し
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

と
は
ど
の
様
な
意
味
な
の
か
教
え
て
欲

し
い
。�

（
豊
平
地
区
）

A
直
売
所
と
い
う
意
味
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

と
表
記
し
て
お
り
ま
す
。

Q
組
合
員
が
高
齢
化
し
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
振
興
策
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
行
政
と
連
携
強
化
し
て
、
貸
手
・
借
手

情
報
の
共
有
化
を
図
り
農
地
の
流
動
化

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
農
薬
の
取
り
ま
と
め
時
期
に
つ
い
て
、

一
月
か
ら
二
月
で
は
ど
の
様
な
病
害
虫

に
対
峙
し
、
ど
の
様
な
効
能
の
農
薬
を
使
う
べ

き
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
春
に
実
施
し
て

い
る
農
薬
に
係
る
講
習
会
以
降
に
取
り
ま
と
め

時
期
を
変
更
で
き
ま
せ
ん
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
取
り
ま
と
め
の
他
に
、
地
域
実
態
に
合

わ
せ
た
推
進
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
相
談
部
門

［
賃
貸
管
理
］

Q
札
幌
協
同
振
興
㈱
の
管
理
業
務
と
支

店
と
の
業
務
関
係
に
つ
い
て
教
え
て
欲

し
い
。　

�

　
（
豊
平
地
区
）

A
今
年
度
の
期
中
か
ら
受
託
管
理
業
務
の

一
部
を
再
委
託
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
支
店
ご
と
の
管
理
戸
数
の
相
違
や
人
員

体
制
等
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が

あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

［
相
談
関
連
］

Q
相
談
事
業
に
か
か
る
収
支
実
績
内
容

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。（

中
央
地
区
）

A
相
談
事
業
で
は
、
売
買
の
手
数
料
、

建
設
に
係
る
管
理
料
が
受
託
収
益
と

し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
総
務
部
門

Q
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

の
見
積
損
益
計
算
書
に
お
い
て
、
共

済
・
販
売
・
購
買
以
外
の
事
業
総
利
益
は
前

年
度
（
平
成
二
十
六
年
度
）
を
下
回
っ
た
計

画
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
説
明
願
い

た
い
。�

（
南
地
区
）

A
信
用
事
業
は
他
行
と
貸
出
金
利
の
競

争
が
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
宅
地
等
供
給
事
業
は
平
成
二
十
六
年
度

実
績
が
計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
七
年
度
も
同
様
の
実
績
を
望

め
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
結
果
と
し

て
昨
年
度
を
下
回
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
本
計
画
は
、
最
低
限
度

の
目
標
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
上

の
実
績
を
上
げ
る
べ
く
鋭
意
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　

第
一
回
地
区
別
懇
談
会

Q
＆
A
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Q
非
常
勤
役
員
の
会
議
等
へ
の
年
間
出
席

回
数
を
教
え
て
欲
し
い
。（

厚
別
地
区
）

A
理
事
会
・
監
事
会
の
開
催
で
そ
れ
ぞ
れ

十
四
回
の
出
席
が
あ
り
ま
す
。
又
、
監

事
は
年
間
二
回
、
本
支
店
・
経
済
セ
ン
タ
ー
へ

出
向
き
監
査
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

Q
学
識
経
験
役
員
と
は
ど
の
様
な
方
が

選
任
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

（
厚
別
地
区
）

A
Ｊ
Ａ
職
員
や
連
合
会
職
員
の
経
験
者
が

広
域
役
員
選
考
委
員
会
よ
り
推
選
さ
れ

選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Q
各
事
業
実
績
に
は
准
組
合
員
や
員
外

利
用
者
の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
代
会
の
出
席
は
正
組
合
員
に
限

定
さ
れ
る
の
は
ど
の
様
な
事
が
根
拠
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
。�

（
西
町
地
区
）

A
農
協
法
の
規
定
に
よ
り
、
正
組
合
員
に

は
議
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

准
組
合
員
に
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。尚
、

A
今
迄
の
任
意
積
立
金
は
貸
借
対
照
表
に

お
け
る
「
組
合
員
資
本
」
の
利
益
剰
余

金
と
し
て
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Q
今
年
度
の
出
資
配
当
率
は
一・
二
％
で

す
が
、
以
前
は
ど
の
様
な
配
当
率
で
し

た
か
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
昨
年
度
は
一・
二
％
で
あ
り
、
一
昨
年
度

は
一・
〇
％
で
あ
り
ま
し
た
。

Q
正
組
合
員
の
資
格
要
件
を
農
産
物
販

売
額
基
準
に
す
る
等
、
要
件
を
緩
和
し

て
正
組
合
員
を
増
や
す
対
策
を
考
え
て
は
い
か

が
で
す
か
。�

（
手
稲
地
区
）

A
農
協
改
革
に
お
け
る
准
組
合
員
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
正
組
合
員

資
格
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
の
認
可
が

難
し
い
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
か
ら
、
要

件
緩
和
は
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

Q
自
己
資
本
比
率
の
基
準
や
目
標
と
す

る
数
値
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
欲
し

い
。�

（
豊
平
地
区
）

A
平
成
三
十
一
年
か
ら
全
面
適
用
さ
れ
る

経
営
健
全
性
を
示
す
自
己
資
本
の
新
た

な
基
準
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
）
の
規
制
を
勘
案
致
し

ま
す
と
、
更
な
る
内
部
留
保
の
増
強
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
、
国
際
銀
行
が
求
め
ら
れ
る
下
限

の
八
％
を
上
回
り
、
尚
且
つ
不
測
事
態
が
起

こ
っ
て
も
そ
の
基
準
を
下
回
ら
な
い
比
率
に
し

て
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
農
林
年
金
対
策
積
立
金
の
目
的
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。�

�

（
平
岸
地
区
・
豊
平
地
区
）

准
組
合
員
の
方
は
総
代
会
を
傍
聴
す
る
事
が

出
来
ま
す
。

Q
固
定
資
産
の
取
得
・
改
修
等
に
か
か
る

資
金
は
ど
こ
か
ら
捻
出
し
て
い
る
の
で

す
か
。�

（
西
町
地
区
）

A
固
定
資
産
の
取
得
等
は
自
己
資
本
の
範

囲
内
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
出
資
金
と
こ
れ
ま

で
の
利
益
を
積
み
立
て
た
内
部
留
保
で
取
得
や

改
修
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
総
代
会
資
料
で
使
用
す
る
用
語
を
も

う
少
し
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
欲

し
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
極
力
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Q
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い

て
、
購
買
品
供
給
高
（
肥
料
・
農
薬
・

温
床
・
包
装
）
お
よ
び
相
談
事
業
計
画
（
施
設

建
設
業
務
）
が
前
年
度
実
績
よ
り
相
当
高
い

計
画
で
あ
る
が
、
実
現
性
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
い
。�

　
（
新
琴
似
地
区
）

A
平
成
二
十
六
年
度
の
購
買
事
業
の
実
績

は
消
費
税
率
変
更
に
伴
う
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
で
落
ち
込
ん
だ
経
過
に
あ
り
ま
す
。

又
、
資
産
管
理
事
業
も
当
初
の
実
施
予
定
が
遅

れ
て
い
る
状
況
の
案
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
を
考
慮
し
、
平
年
の
実
績
を
勘
案
し
て
計

画
値
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

Q
任
意
積
立
金
の
残
高
は
資
料
の
ど
こ
の

部
分
を
見
た
ら
よ
い
の
か
教
え
て
欲
し

い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
厚
生
年
金
と
統
合
し
た
際
の
上
乗
せ
分

に
つ
い
て
、
運
用
の
悪
化
に
よ
り
財
源
不

足
が
発
生
し
た
事
か
ら
よ
り
多
く
の
財
源
を
運

用
し
て
制
度
を
完
了
さ
せ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
将
来
の
一
括
費
用
処
理
に
と
も
な
う
臨
時
的

な
支
出
に
備
え
る
た
め
の
積
立
を
今
か
ら
準
備

す
る
た
め
に
設
置
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Q
組
合
員
へ
対
す
る
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に

係
る
健
診
料
の
助
成
に
つ
い
て
更
な
る

上
乗
せ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を
致
し
ま

す
。�

（
琴
似
地
区
）

A
検
討
を
致
し
ま
し
た
結
果
、
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
助

成
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
・
農
協
改
革
プ
ラ
ン
関
連

Q
准
組
合
員
利
用
規
制
が
実
施
さ
れ
る

と
経
営
に
問
題
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す

が
、
組
合
と
し
て
こ
の
問
題
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
ま
す
か
。�

（
厚
別
地
区
）

A
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
は
、
地
域
農

業
の
維
持
と
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供

給
の
両
面
か
ら
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
制
限

導
入
に
つ
い
て
反
対
し
て
お
り
ま
す
。

Q
農
協
改
革
の
本
質
は
ど
の
部
分
に
あ
る

の
か
教
え
て
欲
し
い
。（
新
琴
似
地
区
）

A
農
業
へ
の
企
業
の
参
入
を
促
進
し
て
、

自
由
競
争
の
下
に
置
く
こ
と
が
、
農
協

改
革
の
本
質
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質
問
や
、
過
去
同
様
の

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

6 ● JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU


